
香川県高松市福岡町における

ボー リング ｡コアの AMS14C年代測定

一高松平野第四紀層中の火山灰の同定-
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高松平野は､四国北東部に瀬戸内海 と阿讃山脈の間に形成 された讃岐平野のひ とつであ

る.第EEl紀後期には阿讃 山脈か ら瀬戸内海に向かって流下する河川により砕屑物が供給 さ

れ､平野表層部の地質が形成 されてい るし,高松平野臨海部地下深度数～十数mより火山灰

層 を産す ることが知 られていた (谷 山ほか ;1968､西嶋ほか ;1970､栗原 ;1972､斉藤 ･

横瀬 ;1978)が､テフロクロノロジーに基づいた同定は行われていなかった.､これに対 し､

火山ガラスの屈折率 よ り姶良 Tnテフラ (AT)に同定 した例 (古市､1988;川村､1997)

があった(,

筆者 らは､高松平野臨海部地下深度十m前後に分布する火山灰層の同定を行 う資料 とし

て､高松市福岡町 3丁 目 (北緯 340 20′26′､東経 134;4′16`､標高 2m)より得 られ

た 2本のボー リング (Bor.1､nor.2)試料を入手 した.〕その j… S14C年代測定結果につい

て報告する (第 1表)0
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第 1図 ボー リング ･コア採取地点

国土地理院 1/25,000地形図 ｢高松北部｣の一部 を使用 した.
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第 1表 AMSIJc年代測定結果

試料名 試料 (採取深度) 14C年代 (yBP) 613C (%o) 測定番号

TAKl1 泥炭 (深度 9.15- 9.46m) 24,900±'390 - 28.3± 0.1 NUTA-6066

TAR-2 泥炭 (深度 9.15- 9.45m) 24,480± 330 - 27.9± 0.1 NUTA-6067

施工業者 によるボー リング ･コアの

層相､層序は第 2図に示す とお りであ

る｡ Bor.1ボー リングの層相 と層序は､

最上部 0.80m は表土であるO深度 0.80

- 1.80111は粘土混 じり砂､深度 1.80-

4.00m はシル ト混 じり細砂､深度 4.00

- 5.00mはシル ト質細砂で貝殻片をま

じえる. 深度 5.00- 7.30m は粘土質シ

ル トで貝殻片をま じえる｡ 深度 7.30-

8.70m は粘土混 じり砂操であるし, 火 山

灰層は深度 8.70- 9.20m にあるo火山

灰の下位､深度 9.20- 9.50111に腐植土

(泥炭)がある｡深度 9.50- ll.80111は

シル ト質粘土､深度 11.80- 12.60m に

粘土質砂､深度 12.60- 15.50111に粘土

混 じり砂磯がある｡ Bor.2ボー リングの

層相､層序 もほぼ同様であ り､火山灰

層 とその上位の粘土混 じり砂疎層の間

に層厚 0.6mの有機質粘土を挟んでい

る点が異なる｡火山灰層は､層厚 0.5

お よび 0.6m ､色調は乳灰色であるO

火山灰層を構成す るのはお もに細砂サ

イズのガラス質火 山灰で､ほとんど火

山ガラスか らな り､若干の磨耗 した石

英､長石類 な どの砕屑粒子を含んでい

る､〕火 山ガラスの形態分類 を町田 ･

新井 (1992)に従って行 うと､多い方

か らバブル型平板状､軽石型繊維状､

同型Y字状､軽石型スポンジ状の順で

ある｡褐色の色っきガラスは含まない

か､あってもごく少量である､-.

川村 (199ga､b)は､本ボー リング

第 2図 高松市福岡町ボー リング ･コア
の層序および年代測定試料採取
層準
-印 :年代試料採取層準
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･コア中の火 山灰層 と同層準 よ り得 られた火 山ガラスの岩石記載的観察のほか､屈折率測

定､お よび EDSを用いたその主成分化学組成分析 を行 った.二.屈折率測定結果か らは､最

も可能性が高いテフラはATであるが､測定誤差を考慮す ると阿多一鳥浜テ フラ (Ata-Th)

や加久藤テ フラ (But) も候補 に入 るoまた､主成分化学組成分析結果 は､AT､Ata-Thの

分散範 囲によく一致す る｡今回の AMS14C 年代測定結果は､ この火 山灰層が ATの噴出

年代 とされ る約 24,000yBP(村 山ほか､1993)にきわめて近い年代に堆積 したことを示すし,

よって､本火 山灰層 はATと同定す る｡今回同定 された火 山灰層は､高松平野臨海部地下

で良 く連続 し鍵層 としてきわめて有効である｡ この地域の沖積平野の形成史を考 える上で

大変重要な資料 となるものである｡
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Abstraci

TwosedimentcoreswereobtainedfromQuaternaryalluviumdeposits

intheTakamatsuPlain, Shikoku,Japan･AMS14cdatesshowthesetwo

samplesofthesedimentcores,whichwereobtainedunderthevolcanicash,

●
areca25,000yBP.LithologlCallyobseⅣed,thevolcanicashcanbe

identifiedasAT.

Keywords:TakamatsuPlain, AT,AMS14c date
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